
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.10. 景観 



 

 8.10-1 

 

8.10. 景観 

8.10.1. 現況調査 

(1) 調査内容 

調査内容は，表 8.10-1に示すとおりとした。 

表 8.10-1 調査内容（景観） 

調査内容 

景観 1.主要な眺望地点の状況 
・眺望地点の位置，利用状況，眺望特性 
・主要な眺望地点からの眺望の状況 

 

(2) 調査方法 

ア 既存資料調査及び現地調査 

調査方法は，表 8.10-2に示すとおりとした。 

表 8.10-2 調査方法（景観：既存資料調査及び現地調査） 

調査内容 調査方法 

1.主要な眺望地点の状況 
・眺望地点の位置，利用状況，眺望特性 

既存資料等により対象地域における眺望地点を抽
出し，現地調査等により眺望地点の特性や利用状況を
把握するものとした。 

・主要な眺望地点からの眺望の状況 眺望地点の特性解析結果から主要な眺望地点を抽
出し，写真撮影等により眺望の状況を把握するものと
した。 

 



 

 8.10-2 

 

(3) 調査地点 

ア 既存資料調査及び現地調査 

「6 地域の概況 6.1 自然的状況 6.1.5 景観等」の地域概況調査で得られた主要な眺望地点

を参考にしつつ，対象事業計画地を視認できる可能性のある眺望地点を選定した。 

調査地点は，表 8.10-3に示す 15地点とした。 

表 8.10-3 調査地点（景観：既存資料調査及び現地調査） 

地点 
番号 

調査地点 対象事業計画地からの距離 備考 

1 愛宕地区 約 400ｍ  近景域 

眺望地点 

2 紫山公園 約 700ｍ  近景域 

3 寺岡地区 約 100ｍ  近景域 

4 寺岡地区_住宅地内 約 500ｍ  近景域 

5 根白石地区 約 50ｍ  近景域 

6 清水田屋敷地区 約 600ｍ  近景域 

7 市道川向堂所線 約 1,500ｍ  中景域 

8 西田中地区 約 1,000ｍ  中景域 

9 露払地区 約 1,100ｍ  中景域 

10 屏風岳 約 3,300ｍ  遠景域 

11 主要地方道泉塩釜線【鼻毛橋】 約 1,000ｍ  近景域 

周辺道路 

12 国道 457 号【田中地区】 約 1,100ｍ  中景域 

13 市道荒巻根白石線【実沢大橋】 約 2,000ｍ  遠景域 

14 主要地方道泉塩釜線【泉 PA 付近】 約 3,000ｍ  遠景域 

15 国道 457 号【新塩沢橋】 約 3,700ｍ  遠景域 
※1：近景域：対象事業計画地敷地境界より半径 1,000ｍ程度までの範囲。 
※2：中景域：対象事業計画地敷地境界より半径 1,000ｍ～1,500ｍ程度までの範囲。 

※3：遠景域：対象事業計画地敷地境界より半径 1,500ｍを超える範囲。 

 

(4) 調査期間 

ア 既存資料調査 

調査期間は，限定しないものとした。 

 

イ 現地調査 

調査期間は，表 8.10-4に示すとおりとした。 

表 8.10-4 調査期間（景観：現地調査） 

調査内容 季節 調査期間 

1.主要な眺望地点の状況 
春季 

平成 26年 5 月 3日(土)～5月 7日(水) ※1 

平成 27年 5 月 22日（金）※4 

夏季 
平成 26年 8 月 24日(日) ※1 

平成 27年 8 月 19日（水）※4 

秋季 
平成 26年 11月 4日(火)～11月 5日(水) ※1 

平成 27年 11月 11 日（水）※4 

冬季 

平成 26年 2 月 11日(火) ～2月 13 日(木) ※2 

平成 27年 2 月 2日(火) ※3 

平成 28年 1 月 19日（火）※4 
※1：地点 1～地点 3，地点 5～地点 15の 14地点の調査実施日。 

※2：地点 1～地点 3，地点 5～地点 13の 12地点の調査実施日。 
※3：地点 14及び地点 15の 2地点の調査実施日。 
※4：地点 4の 1地点の調査実施日。 
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図 8.10-1         

景観調査地域（現地調査）  
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(5) 調査結果 

ア 既存資料調査及び現地調査 

① 主要な眺望地点の状況 

主要な眺望地点は，表 8.10-5及び図 8.10-1に示すとおりである。 

近景域として，愛宕地区，紫山公園，寺岡地区，寺岡地区_住宅地内，根白石地区，清水田屋敷

地区及び主要地方道泉塩釜線【鼻毛橋】の 7地点からの眺望の状況を把握した。 

中景域として，市道川向堂所線，西田中地区，露払地区及び国道 457 号【田中地区】の 4 地点

からの眺望の状況を把握した。 

遠景域として，屏風岳，市道荒巻根白石線【実沢大橋】，主要地方道泉塩釜線【泉 PA 付近】及

び国道 457号【新塩沢橋】の 4地点からの眺望の状況を把握した。 

これらの眺望地点の状況及び眺望景観の状況は，表 8.10-6(1)～(15)に示すとおりである。 

 

表 8.10-5 主要な眺望地点の区分 

地点番号 調査地点（眺望地点） 区分 

1 愛宕地区 近景域 

眺望地点 

2 紫山公園 近景域 

3 寺岡地区 近景域 

4 寺岡地区_住宅地内 近景域 

5 根白石地区 近景域 

6 清水田屋敷地区 近景域 

7 市道川向堂所線 中景域 

8 西田中地区 中景域 

9 露払地区 中景域 

10 屏風岳 遠景域 

11 主要地方道泉塩釜線【鼻毛橋】 近景域 

周辺道路 

12 国道 457 号【田中地区】 中景域 

13 市道荒巻根白石線【実沢大橋】 遠景域 

14 主要地方道泉塩釜線【泉 PA 付近】 遠景域 

15 国道 457 号【新塩沢橋】 遠景域 

 

 

 

 



 

 

8.10-5 

表
 8
.1
0-
6(
1)
 
眺
望
地
点
の
状
況
及
び
眺
望
景
観
の
状
況
（
地
点
1：
愛
宕
地
区
）
 

調
査
地
点
 

地
点
1
：
愛
宕
地
区
 

調
査
時
期
 

春
季
（
平
成
2
6
年
5
月
3
日
），
夏
季
（
平
成
26
年
8
月
24
日
），
秋
季
（
平
成
26
年
11
月
5
日
），
冬
季
（
平
成
2
6
年
2
月
1
3
日
）
 

主
要
な
眺
望

地
点
か
ら
の

眺
望
の
状
況
 

 

撮
影
地
点
 
 

眺
望
地
点
の
位
置
 

眺
望
地
点
は
対
象
事
業
計
画
地
の
北
西
，
約
4
0
0
ｍ
地
点
に
位
置
す
る
。
 

眺
望
地
点
の
利
用
状
況
 
主
に
地
域
住
民
が
，
生
活
の
場
，
稲
作
，
通
学
路
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
 

眺
望
地
点
の
眺
望
特
性
 
眺
望
地
点
か
ら
の
景
観
は
，
目
前
に
水
田
，
住
宅
，
樹
木
等
が
視
認
さ
れ
，
全
体
に
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。
眺
望

地
点
の
標
高
が
低
い
た
め
住
宅
や
樹
林
に
よ
り
，
対
象
事
業
計
画
地
の
一
部
が
遮
ら
れ
る
。
 

 

概
略
地
形
断
面
図
 

(
縮
尺
：
任
意
) 

 

 

凡
 
例
 

 
 
 
 
：
 
撮
影
地
点
・
方
向
 

春
季
 

夏
季
 

秋
季
 

冬
季
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 



 

 

8.10-6 

表
 8
.1
0-
6(
2)
 
眺
望
地
点
の
状
況
及
び
眺
望
景
観
の
状
況
（
地
点
2：
紫
山
公
園
）
 

調
査
地
点
 

地
点
2
：
紫
山
公
園
 

調
査
時
期
 

春
季
（
平
成
2
6
年
5
月
3
日
），
夏
季
（
平
成
26
年
8
月
24
日
），
秋
季
（
平
成
26
年
11
月
5
日
），
冬
季
（
平
成
2
6
年
2
月
1
1
日
）
 

主
要
な
眺
望

地
点
か
ら
の

眺
望
の
状
況
 

 

撮
影
地
点
 
 

眺
望
地
点
の
位
置
 

眺
望
地
点
は
対
象
事
業
計
画
地
の
北
東
，
約
7
0
0
ｍ
地
点
に
位
置
す
る
。
 

眺
望
地
点
の
利
用
状
況
 
主
に
地
域
住
民
が
，
遊
具
遊
び
，
犬
の
散
歩
，
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
，
サ
ッ
カ
ー
や
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
，
フ
リ
ス
ビ
ー
等
に
利

用
し
て
お
り
，
利
用
内
容
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。
利
用
状
況
の
詳
細
は
，「

8.
11

 自
然
と
の
触
れ
合
い
の
場

 8
.1

1.
1 
現

況
調
査
」
を
参
照
。
 

眺
望
地
点
の
眺
望
特
性
 
眺
望
地
点
か
ら
の
景
観
は
，
目
前
に
公
園
，
住
宅
，
対
象
事
業
計
画
地
を
一
望
で
き
る
ほ
か
，
中
山
大
観
音
が
あ
る
泉
区

南
中
山
地
区
ま
で
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
紫
山
地
区
の
住
宅
に
よ
り
対
象
事
業
計
画
地
の
一
部
が
遮
ら
れ
る
が
，
対
象
事

業
計
画
地
東
側
の
尾
根
を
ほ
ぼ
視
認
可
能
で
あ
る
。
 

概
略
地
形
断
面
図
 

(
縮
尺
：
任
意
) 

 

凡
 
例
 

 
 
 
 
：
 
撮
影
地
点
・
方
向
 

対
象
事
業
計
画
地
 

春
季
 

夏
季
 

秋
季
 

冬
季
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 



 

 

8.10-7 

表
 8
.1
0-
6(
3)
 
眺
望
地
点
の
状
況
及
び
眺
望
景
観
の
状
況
（
地
点
3：
寺
岡
地
区
）
 

調
査
地
点
 

地
点
3
：
寺
岡
地
区
 

調
査
時
期
 

春
季
（
平
成
2
6
年
5
月
3
日
），
夏
季
（
平
成
26
年
8
月
24
日
），
秋
季
（
平
成
26
年
11
月
5
日
），
冬
季
（
平
成
2
6
年
2
月
1
1
日
）
 

主
要
な
眺
望

地
点
か
ら
の

眺
望
の
状
況
 

     

撮
影
地
点
 
 

眺
望
地
点
の
位
置
 

眺
望
地
点
は
対
象
事
業
計
画
地
の
北
東
，
約
1
0
0
ｍ
地
点
に
位
置
す
る
。
 

眺
望
地
点
の
利
用
状
況
 
地
域
住
民
が
生
活
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
る
と
と
も
に
，
泉
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
の
利
用
等
で
訪
れ
る
人
が
移
動
に
利
用
し

て
い
る
。
現
地
調
査
時
に
は
，
犬
の
散
歩
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
，
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す
る
人
も
確
認
さ
れ
，
地
域
住
民
の
散
歩

等
の
コ
ー
ス
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
 

眺
望
地
点
の
眺
望
特
性
 
眺
望
地
点
か
ら
の
景
観
は
，
対
象
事
業
計
画
地
の
樹
林
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
全
体
に
眺
望
は
開
け
て
お
り
，
対
象
事
業

計
画
地
は
目
前
に
視
認
可
能
で
あ
る
。
 

概
略
地
形
断
面
図
 

(
縮
尺
：
任
意
) 

 

凡
 
例
 

 
 
 
 
：
 
撮
影
地
点
・
方
向
 

対
象
事
業
計
画
地
 

春
季
 

夏
季
 

秋
季
 

冬
季
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 



 

 

8.10-8 

表
 8
.1
0-
6(
4)
 
眺
望
地
点
の
状
況
及
び
眺
望
景
観
の
状
況
（
地
点
4：
寺
岡
地
区
_
住
宅
地
内
）
 

調
査
地
点
 

地
点
4
：
寺
岡
地
区
_
住
宅
地
内
 

調
査
時
期
 

春
季
（
平
成
2
7
年
5
月
2
2
日
）
，
夏
季
（
平
成
2
7
年
8
月
19
日
），
秋
季
（
平
成
2
7
年
1
1
月
11
日
）
，
冬
季
（
平
成
28
年
1
月
19
日
）
 

主
要
な
眺
望

地
点
か
ら
の

眺
望
の
状
況
 

 

撮
影
地
点
 
 

眺
望
地
点
の
位
置
 

眺
望
地
点
は
対
象
事
業
計
画
地
の
東
，
約
5
0
0
ｍ
地
点
に
位
置
す
る
。
 

眺
望
地
点
の
利
用
状
況
 
主
に
寺
岡
地
区
の
地
域
住
民
が
，
生
活
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
，
眺
望
地
点
直
近
に
は
，
寺
岡
小
学
校
，
寺

岡
中
学
校
が
あ
り
，
児
童
・
生
徒
の
通
学
路
に
な
っ
て
い
る
。
 

眺
望
地
点
の
眺
望
特
性
 
眺
望
地
点
か
ら
の
景
観
は
，
道
路
，
宅
地
等
が
視
認
さ
れ
る
。
目
前
の
道
路
樹
木
に
よ
り
対
象
事
業
計
画
地
の
ほ
と
ん
ど

が
遮
ら
れ
，
樹
木
の
合
間
か
ら
そ
の
一
部
が
視
認
で
き
る
程
度
で
あ
る
。

 
   

概
略
地
形
断
面
図
 

(
縮
尺
：
任
意
) 

 

凡
 
例
 

 
 
 
 
：
 
撮
影
地
点
・
方
向
 

対
象
事
業
計
画
地
 

冬
季
 

秋
季
 

夏
季
 

春
季
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 



 

 

8.10-9 

表
 8
.1
0-
6(
5)
 
眺
望
地
点
の
状
況
及
び
眺
望
景
観
の
状
況
（
地
点
5：
根
白
石
地
区
）
 

調
査
地
点
 

地
点
5
：
根
白
石
地
区
 

調
査
時
期
 

春
季
（
平
成
2
6
年
5
月
3
日
），
夏
季
（
平
成
26
年
8
月
24
日
），
秋
季
（
平
成
26
年
11
月
5
日
），
冬
季
（
平
成
2
6
年
2
月
1
1
日
）
 

主
要
な
眺
望

地
点
か
ら
の

眺
望
の
状
況
 

 

撮
影
地
点
 
 

眺
望
地
点
の
位
置
 

眺
望
地
点
は
対
象
事
業
計
画
地
の
南
西
，
約
5
0
ｍ
地
点
に
位
置
す
る
。
 

眺
望
地
点
の
利
用
状
況
 
主
に
地
域
住
民
が
，
生
活
の
場
，
稲
作
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
 

眺
望
地
点
の
眺
望
特
性
 
眺
望
地
点
か
ら
の
景
観
は
，
対
象
事
業
計
画
地
や
市
道
桐
ヶ
崎
年
川
線
沿
線
の
住
宅
，
水
田
が
視
認
さ
れ
，
全
体
に
田
園

風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。
道
路
沿
線
の
住
宅
に
よ
り
対
象
事
業
計
画
地
の
山
裾
付
近
は
遮
ら
れ
る
が
，
対
象
事
業
計
画
地

の
西
側
の
尾
根
を
ほ
ぼ
視
認
可
能
で
あ
る
。
 

概
略
地
形
断
面
図
 

(
縮
尺
：
任
意
) 

 

凡
 
例
 

 
 
 
 
：
 
撮
影
地
点
・
方
向
 

対
象
事
業
計
画
地
 

春
季
 

夏
季
 

秋
季
 

冬
季
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 



 

 

8.10-10 

表
 8
.1
0-
6(
6)
 
眺
望
地
点
の
状
況
及
び
眺
望
景
観
の
状
況
（
地
点
6：
清
水
田
屋
敷
地
区
）
 

調
査
地
点
 

地
点
6
：
清
水
田
屋
敷
地
区
 

調
査
時
期
 

春
季
（
平
成
2
6
年
5
月
3
日
），
夏
季
（
平
成
26
年
8
月
24
日
），
秋
季
（
平
成
26
年
11
月
5
日
），
冬
季
（
平
成
2
6
年
2
月
1
1
日
）
 

主
要
な
眺
望

地
点
か
ら
の

眺
望
の
状
況
 

 

撮
影
地
点
 
 

眺
望
地
点
の
位
置
 

眺
望
地
点
は
対
象
事
業
計
画
地
の
南
東
，
約
6
0
0
ｍ
地
点
に
位
置
す
る
。
 

眺
望
地
点
の
利
用
状
況
 
周
辺
は
水
田
が
広
が
り
，
田
植
え
時
期
や
収
穫
時
期
に
農
業
従
事
者
が
多
数
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
，
市
道
荒
巻
根
白
石

線
は
泉
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
方
向
と
南
中
山
方
向
を
南
北
に
移
動
す
る
人
の
通
過
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
 

眺
望
地
点
の
眺
望
特
性
 
眺
望
地
点
か
ら
の
景
観
は
，
周
囲
に
遮
蔽
物
が
ほ
と
ん
ど
無
い
た
め
，
対
象
事
業
計
画
地
や
宅
地
等
，
全
方
位
を
望
む
こ

と
が
で
き
る
。
冬
季
の
積
雪
時
に
は
視
野
の
約
半
分
が
雪
で
占
め
ら
れ
る
。
対
象
事
業
計
画
地
は
，
市
道
桐
ヶ
崎
年
川
線

沿
線
の
住
宅
を
裾
野
に
し
て
，
対
象
事
業
計
画
地
東
側
を
ほ
ぼ
視
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

概
略
地
形
断
面
図
 

(
縮
尺
：
任
意
) 

 

凡
 
例
 

 
 
 
 
：
 
撮
影
地
点
・
方
向
 

対
象
事
業
計
画
地
 

春
季
 

夏
季
 

秋
季
 

冬
季
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 



 

 

8.10-11 

表
 8
.1
0-
6(
7)
 
眺
望
地
点
の
状
況
及
び
眺
望
景
観
の
状
況
（
地
点
7：
市
道
川
向
堂
所
線
）
 

調
査
地
点
 

地
点
7
：
市
道
川
向
堂
所
線
 

調
査
時
期
 

春
季
（
平
成
2
6
年
5
月
7
日
），
夏
季
（
平
成
26
年
8
月
24
日
），
秋
季
（
平
成
26
年
11
月
4
日
），
冬
季
（
平
成
2
6
年
2
月
1
2
日
）
 

主
要
な
眺
望

地
点
か
ら
の

眺
望
の
状
況
 

 

撮
影
地
点
 
 

眺
望
地
点
の
位
置
 

眺
望
地
点
は
対
象
事
業
計
画
地
の
北
，
約
1
,
5
0
0ｍ
地
点
に
位
置
す
る
。
 

眺
望
地
点
の
利
用
状
況
 
主
に
根
白
石
地
区
の
中
心
部
と
根
白
石
堂
所
地
区
を
往
来
す
る
住
民
が
利
用
し
て
い
る
。
現
地
調
査
時
は
，
車
で
数
台
の

往
来
が
確
認
さ
れ
た
。
 

眺
望
地
点
の
眺
望
特
性
 
眺
望
地
点
か
ら
の
景
観
は
，
樹
木
と
樹
木
の
合
間
か
ら
，
対
象
事
業
計
画
地
及
び
そ
の
北
側
の
樹
林
地
が
一
望
で
き
る
。

更
に
は
泉
区
南
中
山
地
区
の
中
山
大
観
音
ま
で
視
認
可
能
で
あ
る
。
眺
望
地
点
の
標
高
が
高
い
た
め
，
対
象
事
業
計
画
地

の
東
側
を
広
範
囲
に
視
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

概
略
地
形
断
面
図
 

(
縮
尺
：
任
意
) 

 

凡
 
例
 

 
 
 
 
：
 
撮
影
地
点
・
方
向
 

対
象
事
業
計
画
地
 

春
季
 

夏
季
 

秋
季
 

冬
季
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 



 

 

8.10-12 

表
 8
.1
0-
6(
8)
 
眺
望
地
点
の
状
況
及
び
眺
望
景
観
の
状
況
（
地
点
8：
西
田
中
地
区
）
 

調
査
地
点
 

地
点
8
：
西
田
中
地
区
 

調
査
時
期
 

春
季
（
平
成
2
6
年
5
月
7
日
），
夏
季
（
平
成
26
年
8
月
24
日
），
秋
季
（
平
成
26
年
11
月
5
日
），
冬
季
（
平
成
2
6
年
2
月
1
1
日
）
 

主
要
な
眺
望

地
点
か
ら
の

眺
望
の
状
況
 

 

撮
影
地
点
 
 

眺
望
地
点
の
位
置
 

眺
望
地
点
は
対
象
事
業
計
画
地
の
西
南
西
，
約
1,
0
0
0
ｍ
地
点
に
位
置
す
る
。
 

眺
望
地
点
の
利
用
状
況
 
西
田
中
地
区
の
縁
辺
部
で
，
周
辺
は
水
田
が
広
が
り
田
植
え
時
期
や
収
穫
時
期
に
は
農
業
従
事
者
が
多
数
利
用
し
て
い

る
。
一
方
で
冬
季
は
，
休
耕
期
で
あ
り
ほ
と
ん
ど
人
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
 

眺
望
地
点
の
眺
望
特
性
 
眺
望
地
点
か
ら
の
景
観
は
，
周
囲
に
遮
蔽
物
が
ほ
と
ん
ど
無
い
た
め
，
対
象
事
業
計
画
地
や
根
白
石
地
区
の
宅
地
等
，
全

方
位
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
冬
季
の
積
雪
時
に
は
視
野
の
約
半
分
が
雪
で
占
め
ら
れ
る
。
対
象
事
業
計
画
地
は
，
根
白

石
地
区
の
建
物
を
裾
野
に
し
て
，
対
象
事
業
計
画
地
西
側
を
ほ
ぼ
視
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

概
略
地
形
断
面
図
 

(
縮
尺
：
任
意
) 

 

凡
 
例
 

 
 
 
 
：
 
撮
影
地
点
・
方
向
 

対
象
事
業
計
画
地
 

春
季
 

夏
季
 

秋
季
 

冬
季
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 



 

 

8.10-13 

表
 8
.1
0-
6(
9)
 
眺
望
地
点
の
状
況
及
び
眺
望
景
観
の
状
況
（
地
点
9：
露
払
地
区
）
 

調
査
地
点
 

地
点
9
：
露
払
地
区
 

調
査
時
期
 

春
季
（
平
成
2
6
年
5
月
7
日
），
夏
季
（
平
成
26
年
8
月
24
日
），
秋
季
（
平
成
26
年
11
月
5
日
），
冬
季
（
平
成
2
6
年
2
月
1
3
日
）
 

主
要
な
眺
望

地
点
か
ら
の

眺
望
の
状
況
 

 

撮
影
地
点
 
 

眺
望
地
点
の
位
置
 

眺
望
地
点
は
対
象
事
業
計
画
地
の
南
西
，
約
1
,
1
0
0
ｍ
地
点
に
位
置
す
る
。
 

眺
望
地
点
の
利
用
状
況
 
主
に
地
域
住
民
と
，
露
払
地
区
及
び
住
吉
台
地
区
と
国
道
4
57
号
を
往
来
す
る
住
民
が
利
用
し
て
い
る
。
現
地
調
査
時
は
，

比
較
的
多
く
の
車
の
往
来
が
確
認
さ
れ
た
。
 

眺
望
地
点
の
眺
望
特
性
 
眺
望
地
点
か
ら
の
景
観
は
，
目
下
に
西
田
中
川
，
水
田
，
遠
方
に
国
道
45
7
号
，
対
象
事
業
計
画
地
等
が
視
認
さ
れ
全
体

に
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。
た
だ
し
，
道
路
法
面
の
樹
木
に
よ
り
こ
れ
ら
眺
望
が
遮
ら
れ
，
夏
季
に
至
っ
て
は
樹
木

が
展
葉
し
，
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
遮
ら
れ
る
。
対
象
事
業
計
画
地
は
，
道
路
法
面
の
樹
木
に
よ
り
一
部
ま
た
は
全
部
が
遮
ら

れ
る
。
 

 

概
略
地
形
断
面
図
 

(
縮
尺
：
任
意
) 

 

凡
 
例
 

 
 
 
 
：
 
撮
影
地
点
・
方
向
 

対
象
事
業
計
画
地
 

春
季
 

夏
季
 

秋
季
 

冬
季
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 



 

 

8.10-14 

表
 8
.1
0-
6(
10
) 
眺
望
地
点
の
状
況
及
び
眺
望
景
観
の
状
況
（
地
点
10
：
屏
風
岳
）
 

調
査
地
点
 

地
点
1
0
：
屏
風
岳
 

調
査
時
期
 

春
季
（
平
成
2
6
年
5
月
7
日
），
夏
季
（
平
成
26
年
8
月
24
日
），
秋
季
（
平
成
26
年
11
月
4
日
），
冬
季
（
平
成
2
6
年
2
月
1
1
日
）
 

主
要
な
眺
望

地
点
か
ら
の

眺
望
の
状
況
 

 

撮
影
地
点
 
 

眺
望
地
点
の
位
置
 

眺
望
地
点
は
対
象
事
業
計
画
地
の
北
西
，
約
3
,
3
0
0
ｍ
地
点
に
位
置
す
る
。
 

眺
望
地
点
の
利
用
状
況
 
利
用
者
は
，
鷲
倉
神
社
の
参
拝
者
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
。
現
地
調
査
時
，
参
拝
に
訪
れ
る
人
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
 

眺
望
地
点
の
眺
望
特
性
 
眺
望
地
点
か
ら
の
景
観
は
，
谷
部
に
造
ら
れ
た
道
路
の
合
間
か
ら
，
朴
沢
地
区
や
根
白
石
地
区
，
対
象
事
業
計
画
地
を
遠

方
に
望
む
こ
と
が
出
来
る
。
晴
天
時
に
は
青
葉
区
台
原
地
区
の
建
物
の
一
部
も
視
認
出
来
る
。
対
象
事
業
計
画
地
西
側
の

一
部
を
視
認
可
能
で
あ
る
。
 

概
略
地
形
断
面
図
 

(
縮
尺
：
任
意
) 

  

凡
 
例
 

 
 
 
 
：
 
撮
影
地
点
・
方
向
 

対
象
事
業
計
画
地
 

春
季
 

夏
季
 

秋
季
 

冬
季
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 



 

 

8.10-15 

表
 8
.1
0-
6(
11
) 
眺
望
地
点
の
状
況
及
び
眺
望
景
観
の
状
況
（
地
点
11
：
主
要
地
方
道
泉
塩
釜
線
【
鼻
毛
橋
】）
 

調
査
地
点
 

地
点
1
1
：
主
要
地
方
道
泉
塩
釜
線
【
鼻
毛
橋
】
 

調
査
時
期
 

春
季
（
平
成
2
6
年
5
月
3
日
），
夏
季
（
平
成
26
年
8
月
24
日
），
秋
季
（
平
成
26
年
11
月
5
日
），
冬
季
（
平
成
2
6
年
2
月
1
1
日
）
 

主
要
な
眺
望

地
点
か
ら
の

眺
望
の
状
況
 

 

撮
影
地
点
 
 

眺
望
地
点
の
位
置
 

眺
望
地
点
は
対
象
事
業
計
画
地
の
南
，
約
1
,
0
0
0ｍ
地
点
に
位
置
す
る
。
 

眺
望
地
点
の
利
用
状
況
 
地
域
住
民
や
，
国
道
4
5
7
号
と
泉
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
方
向
，
泉
中
央
方
向
を
東
西
に
移
動
す
る
人
の
通
過
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
 

眺
望
地
点
の
眺
望
特
性
 
眺
望
地
点
か
ら
の
景
観
は
，
対
象
事
業
計
画
地
を
背
後
に
し
て
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
お
り
，
見
通
し
の
良
い
道
路
で
あ

る
た
め
車
で
走
っ
て
い
て
も
周
囲
の
風
景
を
視
認
し
や
す
い
。
冬
季
の
積
雪
時
に
は
視
野
の
約
半
分
が
雪
で
占
め
ら
れ

る
。
小
角
地
区
の
樹
林
や
家
屋
等
に
若
干
遮
ら
れ
る
が
，
対
象
事
業
計
画
地
は
眺
望
地
点
よ
り
標
高
が
高
く
，
対
象
事
業

計
画
地
南
側
の
一
部
を
視
認
可
能
で
あ
る
。

 
 

概
略
地
形
断
面
図
 

(
縮
尺
：
任
意
) 

 

凡
 
例
 

 
 
 
 
：
 
撮
影
地
点
・
方
向
 

対
象
事
業
計
画
地
 

春
季
 

夏
季
 

秋
季
 

冬
季
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 



 

 

8.10-16 

表
 8
.1
0-
6(
12
) 
眺
望
地
点
の
状
況
及
び
眺
望
景
観
の
状
況
（
地
点
12
：
国
道
45
7
号
【
田
中
地
区
】）
 

調
査
地
点
 

地
点
1
2
：
国
道
4
57
号
【
田
中
地
区
】
 

調
査
時
期
 

春
季
（
平
成
2
6
年
5
月
7
日
），
夏
季
（
平
成
26
年
8
月
24
日
），
秋
季
（
平
成
26
年
11
月
5
日
），
冬
季
（
平
成
2
6
年
2
月
1
1
日
）
 

主
要
な
眺
望

地
点
か
ら
の

眺
望
の
状
況
 

 

撮
影
地
点
 
 

眺
望
地
点
の
位
置
 

眺
望
地
点
は
対
象
事
業
計
画
地
の
西
，
約
1
,
1
0
0ｍ
地
点
に
位
置
す
る
。
 

眺
望
地
点
の
利
用
状
況
 
地
域
住
民
や
，
大
和
町
方
向
と
青
葉
区
愛
子
地
区
方
向
を
南
北
に
移
動
す
る
人
の
通
過
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
，
周

辺
は
水
田
が
広
が
り
，
田
植
え
時
期
や
収
穫
時
期
に
農
業
従
事
者
が
多
数
利
用
し
て
い
る
。
 

眺
望
地
点
の
眺
望
特
性
 
眺
望
地
点
か
ら
の
景
観
は
，
対
象
事
業
計
画
地
を
背
後
に
し
て
田
園
風
景
が
広
が
り
，
見
通
し
の
良
い
直
線
道
路
で
あ
る

た
め
，
車
で
走
っ
て
い
て
も
周
囲
の
景
色
を
視
認
し
や
す
い
。
対
象
事
業
計
画
地
は
，
眺
望
地
点
よ
り
標
高
が
高
く
，
対

象
事
業
計
画
地
西
側
を
ほ
ぼ
視
認
可
能
で
あ
る
。
 

概
略
地
形
断
面
図
 

(
縮
尺
：
任
意
) 

 

凡
 
例
 

 
 
 
 
：
 
撮
影
地
点
・
方
向
 

対
象
事
業
計
画
地
 

春
季
 

夏
季
 

秋
季
 

冬
季
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 



 

 

8.10-17 

表
 8
.1
0-
6(
13
) 
眺
望
地
点
の
状
況
及
び
眺
望
景
観
の
状
況
（
地
点
13
：
市
道
巻
根
白
石
線
【
実
沢
大
橋
】）
 

調
査
地
点
 

地
点
1
3
：
市
道
荒
巻
根
白
石
線
【
実
沢
大
橋
】
 

調
査
時
期
 

春
季
（
平
成
2
6
年
5
月
3
日
），
夏
季
（
平
成
26
年
8
月
24
日
），
秋
季
（
平
成
26
年
11
月
5
日
），
冬
季
（
平
成
2
6
年
2
月
1
1
日
）
 

主
要
な
眺
望

地
点
か
ら
の

眺
望
の
状
況
 

 

撮
影
地
点
 
 

眺
望
地
点
の
位
置
 

眺
望
地
点
は
対
象
事
業
計
画
地
の
南
南
東
，
約
2,
0
0
0
ｍ
地
点
に
位
置
す
る
。
 

眺
望
地
点
の
利
用
状
況
 
地
域
住
民
や
，
泉
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
方
向
と
泉
区
南
中
山
方
向
を
南
北
に
移
動
す
る
人
の
通
過
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
 

眺
望
地
点
の
眺
望
特
性
 
眺
望
地
点
か
ら
の
景
観
は
，
青
葉
区
中
山
地
区
か
ら
泉
区
実
沢
地
区
へ
進
行
す
る
場
合
は
下
り
坂
と
な
り
，
周
辺
の
標
高

が
低
い
た
め
，
見
通
し
が
良
く
，
晴
天
時
に
は
泉
ヶ
岳
も
望
む
こ
と
が
出
来
る
。
対
象
事
業
計
画
地
は
，
実
沢
地
区
や
小

角
地
区
の
田
園
風
景
を
裾
野
に
し
て
，
概
ね
全
域
を
視
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

概
略
地
形
断
面
図
 

(
縮
尺
：
任
意
) 

 

凡
 
例
 

 
 
 
 
：
 
撮
影
地
点
・
方
向
 

対
象
事
業
計
画
地
 

春
季
 

夏
季
 

秋
季
 

冬
季
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
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表
 8
.1
0-
6(
14
) 
眺
望
地
点
の
状
況
及
び
眺
望
景
観
の
状
況
（
地
点
14
：
主
要
地
方
道
泉
塩
釜
線
【
泉
P
A
付
近
】）
 

調
査
地
点
 

地
点
1
4
：
主
要
地
方
道
泉
塩
釜
線
【
泉
PA
付
近
】
 

調
査
時
期
 

春
季
（
平
成
2
6
年
5
月
3
日
），
夏
季
（
平
成
26
年
8
月
24
日
），
秋
季
（
平
成
26
年
11
月
5
日
），
冬
季
（
平
成
2
7
年
2
月
2
日
）
 

主
要
な
眺
望

地
点
か
ら
の

眺
望
の
状
況
 

 

撮
影
地
点
 
 

眺
望
地
点
の
位
置
 

眺
望
地
点
は
対
象
事
業
計
画
地
の
東
南
東
，
約
3,
0
0
0
ｍ
地
点
に
位
置
す
る
。
 

眺
望
地
点
の
利
用
状
況
 
地
域
住
民
や
，
泉
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
方
向
と
泉
中
央
方
向
を
東
西
に
移
動
す
る
人
の
通
過
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
，
東

北
自
動
車
道
の
泉
P
A
（
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
の
位
置
で
あ
り
，
東
北
自
動
車
道
の
乗
降
に
も
利
用
さ
れ
る

地
点
で
あ
る
。
 

眺
望
地
点
の
眺
望
特
性
 
眺
望
地
点
か
ら
の
景
観
は
，
樹
木
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
，
遠
方
の
標
高
の
高
い
山
地
の
一
部
を
除
き
，
遠
方
の
稜
線
は

視
認
で
き
な
い
。
対
象
事
業
計
画
地
は
，
手
前
の
樹
木
に
遮
ら
れ
視
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

概
略
地
形
断
面
図
 

(
縮
尺
：
任
意
) 

 

凡
 
例
 

 
 
 
 
：
 
撮
影
地
点
・
方
向
 

対
象
事
業
計
画
地
 

春
季
 

夏
季
 

秋
季
 

冬
季
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
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表
 8
.1
0-
6(
15
) 
眺
望
地
点
の
状
況
及
び
眺
望
景
観
の
状
況
（
地
点
15
：
国
道
45
7
号
【
新
塩
沢
橋
】）
 

調
査
地
点
 

地
点
1
5
：
国
道
4
57
号
【
新
塩
沢
橋
】
 

調
査
時
期
 

春
季
（
平
成
2
6
年
5
月
7
日
），
夏
季
（
平
成
26
年
8
月
24
日
），
秋
季
（
平
成
26
年
11
月
5
日
），
冬
季
（
平
成
2
7
年
2
月
2
日
）
 

主
要
な
眺
望

地
点
か
ら
の

眺
望
の
状
況
 

 

撮
影
地
点
 
 

眺
望
地
点
の
位
置
 

眺
望
地
点
は
対
象
事
業
計
画
地
の
南
西
，
約
3
,
7
0
0
ｍ
地
点
に
位
置
す
る
。
 

眺
望
地
点
の
利
用
状
況
 
地
域
住
民
や
，
仙
台
市
中
西
部
を
南
北
に
移
動
す
る
人
の
通
過
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
 

眺
望
地
点
の
眺
望
特
性
 
眺
望
地
点
か
ら
の
景
観
は
，
青
葉
区
愛
子
方
向
か
ら
泉
区
根
白
石
方
向
へ
進
行
す
る
場
合
は
下
り
坂
と
な
り
，
近
傍
の
標

高
が
低
い
た
め
，
対
象
事
業
計
画
地
や
小
角
地
区
を
遠
方
に
視
認
出
来
る
。
対
象
事
業
計
画
地
は
，
左
右
に
見
ら
れ
る
樹

木
の
間
に
視
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

概
略
地
形
断
面
図
 

(
縮
尺
：
任
意
) 

 

凡
 
例
 

 
 
 
 
：
 
撮
影
地
点
・
方
向
 

対
象
事
業
計
画
地
 

春
季
 

夏
季
 

秋
季
 

冬
季
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
 

対
象
事
業
計
画
地
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8.10.2. 予測 

(1) 存在による影響（改変後の地形） 

ア 予測内容 

予測内容は，改変後の地形による眺望への影響とした。 

 

イ 予測地点 

予測地点は，調査地点と同様とした。 

 

ウ 予測対象時期 

予測対象時期は，供用後に全区画入居した場合を想定し，その後の 1年間とした。 

 

エ 予測方法 

現地調査を実施した計 15地点の主要な眺望地点からの眺望景観のフォトモンタージュを作成し，

春夏秋冬の 4季について眺望景観の変化及び影響を予測するものとした。 

 

オ 予測結果 

改変後の地形による予測結果は，図 8.10-2～図 8.10-16に示すとおりである。フォトモンター

ジュは，各地点とも工事完了後の状況及び供用後の状況を季節別に作成した。 

眺望の変化の状況は，表 8.10-7(1)～(4)に示すとおりである。 

表 8.10-7(1) 主要な眺望，周辺道路からの景観の変化の予測結果（1/4） 

地点 
番号 

眺望 
地点 

対象事業 
計画地から 
の距離 

仰角 
または 
俯角 

眺望の変化 

1 愛宕地区 約 400ｍ 1.6° 

対象事業計画地は田園風景の中に視認される樹林帯の一部である。 

工事完了後は草本類により緑化された対象事業計画地西側の盛土法面が，住

宅や根白石中学校の背後にわずかに視認される。 

供用後は造成された宅地上に住宅が視認される。また，盛土法面が緑化される

ことにより，対象事業計画地北側の丘陵地の樹林帯と連続的な景観が形成される。 

本事業により視認不能となる対象物はない。また，造成により元来の景観へ

の影響が生じると考えられるが，草本類により緑化された法面により前景の田

園風景と調和した景観が形成されることから，眺望景観への影響は小さいと予

測される。 

2 紫山公園 約 700ｍ 0.0° 

対象事業計画地は紫山公園及び紫山地区の住宅背後に視認される丘陵地の一

部である。 

工事完了後は切土や盛土により丘陵地の一部が造成され，盛土法面に樹木が

植栽されるものの，現状の樹林帯の緑の量が減少する。 

供用後は盛土法面に植栽された樹木が生育することにより，緑に覆われた景

観を形成するものと想定される。 

本事業により視認不能となる対象物はない。また，造成により元来の景観へ

の影響が生じると考えられるが，植栽による緑化によりその変化を軽減し周囲

の自然環境と調和した景観を形成していることから，眺望景観への影響は小さ

いと予測される。 

3 寺岡地区 約 100ｍ 3.0° 

対象事業計画地は目前に視認される丘陵地の一部である。 

工事完了後は盛土造成により比高差約 30m の大規模な盛土法面が目前に出現

する。盛土法面には市道宮沢根白石線から東住区へ続く階段が視認されるほか，

植栽された樹木が低いこと，表層部の見える盛土法面が視野の大部分を占める

ことから圧迫感が感じられる。 

供用後は盛土法面に植栽された樹木が生育することにより，寺岡地区と紫山

地区の境界を通る市道宮沢根白石線から本事業の宅地に続く道路との交差点

に，緑化された道路法面が新たに創出される。 

本事業により約 30m の盛土が造成されるものの，視認不能となる対象物はな

い。また，道路の構築や法面等で元来の景観への影響が生じると考えられるが，

植栽による緑化によりその変化を軽減し周囲の自然環境と調和した景観を形成

していることから，眺望景観への影響は小さいと予測される。 

※1：仰角または俯角は，眺望地点から対象事業計画地の中央部（造成宅地面付近の標高約 120m）を望んだ角度とする。 

※2：仰角および俯角は，それぞれ正および負で表す。 
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表 8.10-7(2) 主要な眺望，周辺道路からの景観の変化の予測結果（2/4） 

地点 
番号 

眺望 
地点 

対象事業 
計画地から 
の距離 

仰角 
または 
俯角 

眺望の変化 

4 
寺岡地区 

住宅地内 
約 500ｍ 1.8° 

対象事業計画地は寺岡地区の住宅地より，道路樹木や宅地の合間から視認さ

れる丘陵地である。 

工事完了後は切土や盛土により丘陵地の一部が造成され，盛土法面に樹木が

植栽されるものの，現状の樹林帯の緑の量が減少する。 

供用後は盛土法面に植栽された樹木が生育することにより，緑に覆われた景

観を形成するものと想定される。 

本事業により視認不能となる対象物はない。また，造成により元来の景観へ

の影響が生じると考えられるが，植栽による緑化によりその変化を軽減し周囲

の自然環境と調和した景観を形成していることから，眺望景観への影響は小さ

いと予測される。 

5 
根白石 

地区 
約 50ｍ 4.4° 

対象事業計画地は田園風景の中に視認される丘陵地である。 

工事完了後は対象事業計画地南西側の盛土法面及び対象事業計画地中央の切

土法面が視認される。対象事業計画地西側の盛土部分は現状が平地であるため，

約 30mの盛土が出現することとなる。 

供用後は造成された宅地上に住宅が視認される。また，草本類による緑化に

より，前景に見られる田園風景や樹木と調和した景観が形成されるものと想定

される。 

本事業により約 30m の盛土が造成されるものの，視認不能となる対象物はな

い。また，造成により元来の景観への影響が生じると考えられるが，植栽によ

る緑化によりその変化を軽減し周囲の自然環境と調和した景観を形成している

ことから，眺望景観への影響は小さいと予測される。 

6 
清水田 

屋敷地区 
約 600ｍ 2.8° 

対象事業計画地は田園風景の中に視認される丘陵地である。 

工事完了後は視認される丘陵地のほぼ全域が改変されることから対象事業計

画地南側に造成法面が出現する。法面に樹木が植栽されるものの，現状の樹林

帯の緑の量が減少する。 

供用後は法面に植栽された樹木が生育することにより，緑に覆われた景観を

形成するものと想定される。 

本事業により視認不能となる対象物はない。また，造成により元来の景観へ

の影響が生じると考えられるが，植栽による緑化によりその変化を軽減し周囲

の自然環境と調和した景観を形成していることから，眺望景観への影響は小さ

いと予測される。 

7 
市道 

川向堂所線 
約 1,500ｍ -1.6° 

対象事業計画地は樹木と樹木の合間から遠方に視認される丘陵地の一部であ

る。 

工事完了後は切土や盛土により丘陵地の樹林帯の一部が改変される。対象事

業計画地は稜線よりも下方に位置しているため，春季や夏季の展葉期には樹林

帯の一部として視認され，秋季や冬季の落葉期には本事業の造成面や積雪状況

がやや目立って視認される。 

供用後は対象事業計画地内の樹木が生育することにより，緑に覆われた景観

を形成するものと想定される。 

本事業により視認不能となる対象物はない。また，造成により元来の景観へ

の影響が生じると考えられるが，植栽による緑化によりその変化を軽減し周囲

の自然環境と調和した景観を形成していることから，眺望景観への影響の程度

は小さいと予測される。 

8 西田中地区 約 1,000ｍ 1.7° 

対象事業計画地は田園風景の中に視認される丘陵地の一部である。 

工事完了後は切土や盛土により丘陵地の一部が造成され，盛土法面，住宅地

盤面，対象事業計画地中央部尾根への切土法面が視認される。法面は草本類に

よる緑化であることから，現状の樹林帯の緑の量は減少する。冬季には雪に覆

われた状況が視認される。 

供用後は造成された宅地上に住宅が視認される。また，樹木の量は減少する

ものの，草本類による緑化により前景に見られる田園風景や樹木と調和した景

観が形成されるものと想定される。 

本事業により視認不能となる対象物はない。また，造成により元来の景観へ

の影響が生じると考えられるが，植栽による緑化によりその変化を軽減し周囲

の自然環境と調和した景観を形成していることから，眺望景観への影響は小さ

いと予測される。 

※1：仰角または俯角は，眺望地点から対象事業計画地の中央部（造成宅地面付近の標高約 120m）を望んだ角度とする。 

※2：仰角および俯角は，それぞれ正および負で表す。 
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表 8.10-7(3) 主要な眺望，周辺道路からの景観の変化の予測結果（3/4） 

地点 
番号 

眺望 
地点 

対象事業 
計画地から 
の距離 

仰角 
または 
俯角 

眺望の変化 

9 露払地区 約 1,100ｍ 1.8° 

対象事業計画地は田園風景の中に視認される丘陵地の一部である。 

工事完了後は切土や盛土により丘陵地の一部が改変され，盛土法面，住宅地

盤面，対象事業計画地中央部尾根への切土法面が視認される。法面は草本類に

よる緑化であることから，現状の樹林帯の緑の量は減少する。ただし，展葉期

である夏季は目前の樹木により対象事業計画地のほぼ全域が視認不能であり，

春季，秋季，冬季においても目前の樹木により対象事業計画地東側の一部が視

認不能である。 

供用後は造成された宅地上に住宅が視認される。また，樹木の量は減少する

ものの，草本類による緑化により前景に見られる田園風景や樹木と調和した景

観が形成されるものと想定される。 

本事業により視認不能となる対象物はない。また，造成により元来の景観へ

の影響が生じると考えられるが，植栽による緑化によりその変化を軽減し周囲

の自然環境と調和した景観を形成していることから，眺望景観への影響は小さ

いと予測される。 

10 屏風岳 約 3,300ｍ -1.1° 

対象事業計画地は谷部に造られた道路の合間から遠方に視認される丘陵地の

一部である。 

工事完了後は切土や盛土により丘陵地の樹林帯の一部が改変される。対象事

業計画地は稜線よりも下方に位置しているため，春季や夏季の展葉期は樹林帯

の一部として視認され，秋季や冬季の落葉期は本事業の造成面や積雪状況がわ

ずかに視認される。 

供用後は樹木の量が減少するものの，草本類による緑化により周囲の樹林風

景に溶け込み，調和した景観が形成されるものと想定される。 

本事業により視認不能となる対象物はない。また，造成により元来の景観へ

の影響が生じると考えられるが，植栽による緑化によりその変化を軽減し周囲

の自然環境と調和した景観を形成していることから，眺望景観への影響は小さ

いと予測される。 

11 

主要地方道 

泉塩釜線 

【鼻毛橋】 

約 1,000ｍ 3.0° 

対象事業計画地は，田園風景の中に視認される丘陵地の一部である。 

工事完了後は切土や盛土により丘陵地の一部が改変され，盛土法面，住宅地

盤面，対象事業計画地中央部尾根への切土法面が視認される。法面は草本類に

よる緑化であることから，現状の樹林帯の緑の量は減少する。特に，秋季や冬

季の落葉期には対象事業計画地中央の切土法面や積雪状況がやや目立って視認

される。 

供用後は造成された宅地上に住宅が視認される。また，樹木の量は減少する

ものの，草本類による緑化により前景に見られる田園風景や樹木と調和した景

観が形成されるものと想定される。また，当眺望地点からのシンボルとなりう

る泉ヶ岳山頂のスカイラインは，遮ることはない。 

本事業により視認不能となる対象物はない。また，造成により元来の景観へ

の影響が生じると考えられるが，植栽による緑化によりその変化を軽減し周囲

の自然環境と調和した景観を形成していることから，眺望景観への影響は小さ

いと予測される。 

12 
国道 457号 

【田中地区】 
約 1,100ｍ 1.4° 

対象事業計画地は，田園風景の中に視認される丘陵地の一部である。 

工事完了後は切土や盛土により丘陵地の一部が改変され，盛土法面，住宅地

盤面，対象事業計画地中央部尾根への切土法面が視認される。法面は草本類に

よる緑化であることから，現状の樹林帯の緑の量は減少する。また，対象事業

計画地が稜線よりも下方に位置しているため，春季や夏季は緑に覆われた景観

を形成するものと想定され，秋季や冬季の落葉期は本事業の造成面や積雪状況

が視認される。 

供用後は造成された宅地上に住宅が視認される。また，樹木の量は減少する

ものの，草本類による緑化により前景に見られる田園風景や樹木と調和した景

観が形成されるものと想定される。 

本事業により視認不能となる対象物はない。また，造成により元来の景観へ

の影響が生じると考えられるが，植栽による緑化によりその変化を軽減し周囲

の自然環境と調和した景観を形成していることから，眺望景観への影響は小さ

いと予測される。 

※1：仰角または俯角は，眺望地点から対象事業計画地の中央部（造成宅地面付近の標高約 120m）を望んだ角度とする。 
※2：仰角および俯角は，それぞれ正および負で表す。 
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表 8.10-7(4) 主要な眺望，周辺道路からの景観の変化の予測結果（4/4） 

地点 
番号 

眺望 
地点 

対象事業 
計画地から 
の距離 

仰角 
または 
俯角 

眺望の変化 

13 
市道荒巻根白石線 

【実沢大橋】 
約2,000ｍ 1.1° 

対象事業計画地は田園風景の中に視認される丘陵地の一部である。 

工事完了後は切土や盛土により丘陵地の一部が改変され，盛土法面，

住宅地盤面，対象事業計画地中央部尾根への切土法面が視認される。対

象事業計画地東側では法面に植栽された樹木が低く，対象事業計画地中

央～西側では法面が草本類による緑化であることから，現状の樹林帯の

緑の量が減少する。また，対象事業計画地が稜線よりも下方に位置して

いるため，春季や夏季の展葉期は樹林帯の一部として視認され，秋季や

冬季の落葉期は住宅地の造成面や積雪状況が視認される。 

供用後は樹木の量が減少するものの，植栽された樹木が生育すること

や草本類による緑化により周囲の樹林風景に溶け込み，調和した景観が

形成されるものと想定される。また，当眺望地点からのシンボルとなり

うる泉ヶ岳山頂のスカイラインは，遮ることはない。 

本事業により視認不能となる対象物はない。また，造成により元来の

景観への影響が生じると考えられるが，植栽による緑化によりその変化

を軽減し周囲の自然環境と調和した景観を形成していることから，眺望

景観への影響は小さいと予測される。 

14 

主要地方道 

泉塩釜線 

【泉 PA付近】 

約3,000ｍ 1.3° 

対象事業計画地は，目前の樹木により遮られ視認不能であることから，

眺望景観への影響はないと予測される。 

15 
国道 457号 

【新塩沢橋】 
約3,700ｍ 0.3° 

対象事業計画地は目前の丘陵地の合間から遠方に視認される丘陵地の

一部である。 

工事完了後は切土や盛土により丘陵地の一部が改変され，盛土法面，

住宅地盤面，対象事業計画地中央部尾根への切土法面が視認される。対

象事業計画地東側では法面に植栽された樹木が低く，対象事業計画地中

央～西側では法面が草本類による緑化であることから，現状の樹林帯の

緑の量が減少する。また，対象事業計画地が稜線よりも下方に位置して

いるため，春季や夏季は緑に覆われた景観を形成するものと想定され，

秋季や冬季の落葉期は住宅地の造成面や積雪状況が視認される。 

供用後は樹木の量が減少するものの，植栽された樹木が生育すること

や草本類による緑化により周囲の樹林風景に溶け込み，調和した景観が

形成されるものと想定される。 

本事業により視認不能となる対象物はない。また，造成により元来の

景観への影響が生じると考えられるが，植栽による緑化によりその変化

を軽減し周囲の自然環境と調和した景観を形成していることから，眺望

景観への影響は小さいと予測される。 

※1：仰角または俯角は，眺望地点から対象事業計画地の中央部（造成宅地面付近の標高約 120m）を望んだ角度とする。 

※2：仰角および俯角は，それぞれ正および負で表す。 
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図 8.10-5(1) 眺望景観の変化の予測結果（地点 4：寺岡地区_住宅地内（春））

工事完了後【春季】 

現状【春季】 

供用後【春季】 

対象事業計画地 
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図 8.10-5(2) 眺望景観の変化の予測結果（地点 4：寺岡地区_住宅地内（夏））

工事完了後【夏季】 

現状【夏季】 

供用後【夏季】 

対象事業計画地 
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図 8.10-5(3) 眺望景観の変化の予測結果（地点 4：寺岡地区_住宅地内（秋））

工事完了後【秋季】 

現状【秋季】 

供用後【秋季】 

対象事業計画地 
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図 8.10-5(4) 眺望景観の変化の予測結果（地点 4：寺岡地区_住宅地内（冬）） 

工事完了後【冬季】 

現状【冬季】 

供用後【冬季】 

対象事業計画地 
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図 8.10-8(1) 眺望景観の変化の予測結果（地点 7：市道川向堂所線（春））

工事完了後【春季】 

現状【春季】 

供用後【春季】 

対象事業計画地 
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図 8.10-8(2) 眺望景観の変化の予測結果（地点 7：市道川向堂所線（夏））

工事完了後【夏季】 

現状【夏季】 

供用後【夏季】 

対象事業計画地 
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図 8.10-8(3) 眺望景観の変化の予測結果（地点 7：市道川向堂所線（秋））

工事完了後【秋季】 

現状【秋季】 

供用後【秋季】 

対象事業計画地 
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図 8.10-8(4) 眺望景観の変化の予測結果（地点 7：市道川向堂所線（冬）） 

工事完了後【冬季】 

現状【冬季】 

供用後【冬季】 

対象事業計画地 
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図 8.10-11(1) 眺望景観の変化の予測結果（地点 10：屏風岳（春））

工事完了後【春季】 

現状【春季】 

供用後【春季】 

対象事業計画地 
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図 8.10-11(2) 眺望景観の変化の予測結果（地点 10：屏風岳（夏））

工事完了後【夏季】 

現状【夏季】 

供用後【夏季】 

対象事業計画地 
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図 8.10-11(3) 眺望景観の変化の予測結果（地点 10：屏風岳（秋））

工事完了後【秋季】 

現状【秋季】 

供用後【秋季】 

対象事業計画地 
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図 8.10-11(4) 眺望景観の変化の予測結果（地点 10：屏風岳（冬）） 

工事完了後【冬季】 

現状【冬季】 

供用後【冬季】 

対象事業計画地 
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図 8.10-14(1) 眺望景観の変化の予測結果（地点 13：市道荒巻根白石線【実沢大橋】（春））

工事完了後【春季】 

現状【春季】 

供用後【春季】 

対象事業計画地 
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図 8.10-14(2) 眺望景観の変化の予測結果（地点 13：市道荒巻根白石線【実沢大橋】（夏））

工事完了後【夏季】 

現状【夏季】 

供用後【夏季】 

対象事業計画地 
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図 8.10-14(3) 眺望景観の変化の予測結果（地点 13：市道荒巻根白石線【実沢大橋】（秋））

工事完了後【秋季】 

現状【秋季】 

供用後【秋季】 

対象事業計画地 
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図 8.10-14(4) 眺望景観の変化の予測結果（地点 13：市道荒巻根白石線【実沢大橋】（冬）） 

工事完了後【冬季】 

現状【冬季】 

供用後【冬季】 

対象事業計画地 
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図 8.10-16(1) 眺望景観の変化の予測結果（地点 15：国道 457号【新塩沢橋】（春））

工事完了後【春季】 

現状【春季】 

供用後【春季】 

対象事業計画地 
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図 8.10-16(2) 眺望景観の変化の予測結果（地点 15：国道 457号【新塩沢橋】（夏））

工事完了後【夏季】 

現状【夏季】 

供用後【夏季】 

対象事業計画地 
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図 8.10-16(3) 眺望景観の変化の予測結果（地点 15：国道 457号【新塩沢橋】（秋））

工事完了後【秋季】 

現状【秋季】 

供用後【秋季】 

対象事業計画地 
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図 8.10-16(4) 眺望景観の変化の予測結果（地点 15：国道 457号【新塩沢橋】（冬）） 

工事完了後【冬季】 

現状【冬季】 

供用後【冬季】 

対象事業計画地 
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8.10.3. 環境の保全及び創造のための措置 

(1) 存在による影響（改変後の地形） 

改変後の地形による景観の影響を予測した結果，主要な眺望及び周辺道路からの景観への影響は

小さいと予測された。 

本事業の実施にあたっては，改変後の地形による景観への影響を可能な限り低減するため，表 

8.10-8に示す措置を講ずることとする。 

表 8.10-8 環境の保全及び創造のための措置（存在による影響(改変後の地形)） 

環境影響要因 環境の保全及び創造のための措置の内容 

存在による影響 
(改変後の地形) 

●周辺環境と調和した景観形成 

・対象事業計画地に発生する造成法面には高木類や草本類の緑化

を施すことで，周辺の田園景観や丘陵景観，既存の住宅地景観

との調和に努める。 

・主要な眺望地点から望む泉ヶ岳等の景観に支障が生じないよ

う，山並みのスカイラインを遮ることの無い盛土高さとする。 

・造成法面へ草本類・高木類で緑化することのほか，対象事業計

画地のほぼ中心部に位置する既存緑地の尾根をほぼ自然の状

態の緑地として残置して対象事業計画地の北側～北西側の森

林環境と連続性を持たせることで，周辺の丘陵地や樹林帯と一

体的な景観形成を図る。 

●くつろぎとやすらぎ，潤いある住宅地景観の形成 

・対象事業計画地のほぼ中心部に位置する自然緑地の尾根を残し

ながら，その自然緑地と馴染むような公園を隣接させ，一体的

でまとまりのある緑のボリュームをつくり出し，対象事業計画

地全体を緑豊かな住宅地として整備する。 

・対象事業計画地内の幹線道路には高木の列植，低木の連続植栽

帯を設けることで，潤いのある通り景観の形成を図る 

・道路に面した宅地入り口へ生垣を設置するよう住民に啓発す

る。 

・対象事業計画地の中央の公園は残置する自然緑地と連続したも

のとして計画し，残置する自然緑地と相まって住民が自然を身

近に感じることのできる公園計画とする。 
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8.10.4. 評価 

(1) 存在による影響（改変後の地形） 

ア 回避・低減に係る評価 

① 評価方法 

予測結果を踏まえ，改変後の地形による眺望の影響が，改変面積の最小化，緑地創出等の保全

対策により実行可能な範囲内で回避・低減が図られているか否かを判断する。 

 

② 評価結果 

環境保全措置として，周辺環境と調査した景観形成，くつろぎとやすらぎ，潤いある住宅地景観

の形成により景観への影響の抑制が図られていることから，改変後の地形による眺望への影響は

実行可能な範囲で回避・低減が図られているものと評価する。 

 

イ 基準や目標との整合性に係る評価 

① 評価手法 

予測結果が，表 8.10-9に示す基準等と整合が図られているかを評価する。 

表 8.10-9 整合を図る基準(存在による影響(改変後の地形)) 

環境影響要因 整合を図る基準の内容 

存在による影響 
(改変後の地形) 

・「仙台市「杜の都」景観計画」(平成 21年 仙台市)における「市

街地景観 郊外住宅地ゾーン」の景観形成方針（表 8.10-10参

照）との整合性 

 

表 8.10-10 「市街地景観 郊外住宅地ゾーン」の景観形成の方針 

●周囲の自然環境と調和した，落ち着き感のある良好な住宅地の景観形成を図る。 

●くつろぎとやすらぎ，潤いのある住宅地景観の形成を図る。 

●地区特性を活かした美しい景観形成を図る。 

 ・泉パークタウン等の丘陵地高台の住宅団地は，緑と融合した自然環境豊かな景観と

する。 

 

② 評価結果 

改変後の地形による景観への影響は，周辺環境と調査した景観及びくつろぎとやすらぎ，潤いあ

る住宅地景観を形成していることから，上記の基準と整合が図られていると評価する。 
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